
                                                               

校報米来だより      
◆七輪とお正月遊びを楽しもう！（遊びの日 at 米来小学校）  

１月１７日（土）米来小学校学校運営協議会主催、教育後援会共催のイベントがありました。真

庭市家庭教育支援チーム『ふらっと』にもご協力いただきました。市内の小学校や地域で「遊びの

日」をされているところがあり、米来小でもやってみよう！と、初めての試みでした。 

当日、参加された方の感想をご紹介します。 

・おにごっこがたのしかったよ。おとうさんとできてたのしかった。 

・初めて参加したけど、めっちゃたのしかった！来年もやりたいです！ 

・おもちもたべものも おいしくて(^_^)  こどももおとなも いいかおで(^_^)  よくしゃべって  

よくうごいて(^_^)  とっても たのしい 一日でした♡ 

  ・米来小にこんなにたくさんの人が来てにぎわっていたのが卒業生としてもうれしかったです。 

大人の人、子どもの人、いろんな人と話せてあそべて楽しかったです！ 

「顔の見える人間関係」と「やってみたい」を「やってみたら楽しかった」をつないでいくことが大切

だというお話を伺ったことがあります。遊びを通して、子どもたちが幸せになり、大人もゆるやかにつ

ながれるそんな「輪」が広がっていきますように・・・。 

◆子どもたちの世界・・・  

子どもたちには、何がどう見えているのだろう？ 

子どもたちには、どの言葉が届いているのだろう？ 

子どもたちは、どんな世界で生きているのだろう？ 

ふと、こんなことを考えることがあります。子どもたちの世界は、どんどん広がっています。目にした

物、耳に入った音、五感で感じたこと全てで世界を広げています。大人が子どもたちの世界をどれ

だけ理解できているのか・・・これは、今、私自身の課題でもあります。 

 

現代の子どもたちは「ネット」と「リアル」 

両方の世界で生きている 

→子どもの中で、いろいろな問題とネットは切り離せない 

 『SNSやゲームも子どもの大切な世界』 

という意識を持つことが大切 

「子どもの世界に関心がある！！」 

そういう姿勢でいる人には「相談しよう！」と思える 

→訴えや相談の奥にあるニーズを知りたい 

という姿勢が大事 

「うまくいかないこと」との出会いは貴重な学びの場 

→うまくいかないことに出会うことは、子どもにとって大きな学びの場 

周囲の大人が、感情のゆれをしっかり支える       ～真庭市校長会・生徒指導資料から～ 

令和８年２月１３日 

真庭市立米来小学校 

      ２月号 

◆ ３月の行事予定 ◆ 

４日（水）読み聞かせ（低・高） 

     ６年生を送る会 

５日（木）クラブ 

口座振替日 

１９日（木）卒業証書授与式 

２３日（月）新委員会 

２５日（水）修了式 

 

 

 

 

 



             キラリ☆めきのこ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大好きがあり笑顔があつまる学校 

宝探し 
1分ジャスト 

絵かきリレー 

缶つみ 

ジェスチャー 

ゲーム 

七輪とお正月遊びを楽しもう！ 遊びの日 at米来小学校 

輪投げ 

米来小クイズ 

米来っ子フェスティバル 


